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糖尿病・内分泌内科 

 スタッフ 

科長  矢野 裕 

副科長       鈴木 俊成 

医師数 常勤 15 名 

 非常勤 4 名 

 

 診療対象疾患・診療科の特色 

当科は、糖尿病などの代謝性疾患と、甲状腺、副腎、

下垂体などの内分泌疾患の診断と治療を専門として

います。 
1) 糖尿病について 

糖尿病は、世界中で増加の一途をたどっており、治

療による血管合併症の抑制が、患者さんの QOL と予

後を改善することが明らかになっています。しかし

実際は専門医の不足等もあり、早期からの介入、血糖

に対する治療が十分になされているとはいえない状

況です。 
糖尿病は、病態の解析、診断、治療の面において、

近年飛躍的に進歩した分野といえます。原因遺伝子

の特定、脂肪細胞の機能解析がなされ、インクレチン

関連薬をはじめとする新たに解明された機序に基づ

く新規治療薬の開発、遺伝子工学的手法により開発

されたアナログインスリンの導入、β細胞の再生や

移植医療の研究等が、臨床に応用されてきました。今

後も最先端の技術を駆使して、理想的な血糖を達成

するため更に進歩していくものと思われます。 
糖尿病は、「血糖上昇」という極めて単純な病気と

してとらえられがちですが、その原因は生活の影響

も含め、多くの因子が関与しています。従って、的確

な治療を行うには個々の患者さんの病態と生活背景

を把握することが必要です。当科では、患者さん一人

ひとりの病態、生活に合わせたオーダーメイドの治

療を行っています。 
持続血糖測定などの患者さんの自己管理ツールも

日々新しくなり、当院ではいち早く取り入れ、患者さ

まに提供できるような体制にしています。 
2) 内分泌疾患について 

内分泌領域は、甲状腺疾患、先端巨大症、プロラク

チノーマ、下垂体機能低下症、尿崩症、副甲状腺疾患、

原発性アルドステロン症、インスリノーマ、クッシン

グ症候群、褐色細胞腫等を診療しております。内分泌

疾患は、的確な診断と治療により患者さんの状態を

大きく改善することができます。内分泌疾患を疑わ

れたら、ぜひ当科へご相談下さい。 
3) 他科との連携について 

本邦では、成人の４人に１人は糖尿病または糖尿

病予備群であり、今後も増加していくと予想されま

す。従いまして、救急治療が必要な方や、これから手

術を控えている方、悪性疾患で化学療法が必要な方

なども例外なく、糖尿病の方が多数おられます。また、

そのようなストレス下では血糖値が高値となり、そ

の変動も不安定となります。血糖コントロールが悪

い状況では、傷の治りが悪く、感染が起こりやすくな

ります。当科では、安心安全に手術や処置、治療を受

けていただけるよう、他科と連携して血糖調整や内

分泌疾患の管理を行っています。 
また、内分泌疾患の中には、手術治療や放射線治療

が必要な疾患も数多くあります。当院では内分泌疾

患の手術、放射線治療を行っておりますので、各科と

連携しながら最適な治療を行うことができます。 
妊娠出産時に糖尿病、内分泌疾患は非常に大きな

問題となります。１型糖尿病、甲状腺疾患、下垂体疾

患など、高度生殖医療、産科と連携しながら周産期の

問題を回避し、より安全な出産をめざします。 
4) 当科スタッフの特色 

当科は、若手医師が多く活気にあふれ、診断および

治療について常に新しいことにチャレンジしていま

す。診療はチームで行い、カンファレンスで十分議論

しながら、治療方針などを決めています。また基礎系

研究室と共同で、大学院生を中心に糖尿病における

新規治療法の開発を進めています。女性医師も多く

在籍し、妊娠出産、育児期には全科員で支援し、安心

して復帰、継続できる体制をとっています。 
また、他科医師、医療スタッフ等とも連携しながら、

患者さんに寄り添った診療を心がけています。糖尿

病専門看護師、糖尿病療養指導士も多数在籍してお

り、「糖尿病教室」や「糖尿病看護外来」、「フットケ

ア外来」、「透析予防看護外来」なども開設しています。 
 
 当科スタッフの取得専門医 

日本糖尿病学会研修指導医・専門医、日本内分泌学

会指導医・専門医、日本肥満学会肥満症指導医・専門

医、日本内科学会総合内科専門医等。 
なお、当施設は、日本糖尿病学会および日本内分泌学

会の専門医教育施設に認定されています。また、日本

肥満学会 認定肥満症専門病院でもあります。 
 
 診療実績 

当科の 2018 年度の外来件数は 17,668 件、診療患

者実人数は 2,927 名、入院患者数は 184 名、他科入
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(ｱﾎﾞｯﾄｼﾞｬﾊﾟﾝ HP より) 

院併診患者数は 400 名でした。 
 
1) 糖尿病 

1 型、2 型、他疾患に伴う二次性糖尿病（膵疾患、

ステロイドなど）ならびに、糖尿病合併妊娠など、

様々な背景の糖尿病を対象としています。 
2018 年度の診療実人数は 1,729 名で、1 型糖尿病

は 163 名、2 型糖尿病は 1,476 名、二次性糖尿病他

（2 型糖尿病との合併も含む）は 90 名でした。 

 

 
2) 内分泌疾患 

当科では下記の様々な内分泌疾患の診療を行って

います。2018 年度の診療実人数は 1,234 名でした。 

 
・甲状腺疾患（バセドウ病、橋本病、亜急性甲状腺炎

など） 

・副甲状腺疾患（原発性副甲状腺機能亢進症、術後副

甲状腺機能低下症など） 
・下垂体疾患（下垂体機能低下症、クッシング病、プ

ロラクチノーマ、先端巨大症など） 
・副腎疾患（クッシング症候群、原発性アルドステロ

ン症、褐色細胞腫など） 
・その他（インスリノーマ、性腺機能異常など） 
3) その他 

脂質異常症、肥満症などの生活習慣病や、2 次性高

血圧症など 
 診療内容の特色 

1) CGM（持続血糖モニター） 

CGM は、一日の血糖変動を就眠中も含め経時的に

観察できる血糖測定モニターです。この検査により、

無自覚低血糖や夜間の低血糖など一日の血糖プロフ

ィールをより細かに把握し、より安全な血糖コント

ロールをめざしています。平成 25 年度より CGM 外

来を立ち上げ、外来での検査を可能とし、平成 27 年

度より、他施設の患者さんにもご利用頂きやすい体

制を整備しました。平成 29 年 1 月には指先からの血

糖測定による補正が不要である FreeStyle リブレ

Pro が使用可能となり、より多くの患者さんが利用

できるようになりました。 
また、平成 29 年 9 月 1 日より、FreeStyle リブレ

がインスリン、GLP1 受容体作動薬自己注射の患者

さんを対象に保険適用となりました。自己血糖測定

間の血糖値トレンドを推定するためのもので、低血

糖を起こしやすい 1 型糖尿病患者さんを中心に導入

しています。 
 

 
 
 
 
 
2) CSII 療法（インスリンポンプ療法） 

1 型糖尿病患者さんでは、インスリン分泌が枯渇し

ており、夜間から明け方にかけての血糖値の上昇（暁

現象）やインスリン投与による夜間低血糖後の高血

糖（ソモジー効果）を起こしていることがあります。

CSII は、小型のポンプでインスリンを持続的に皮下

注入、細やかな設定が可能なため、血糖コントロール

の安定化をもたらします。厳格なコントロールが必

要な糖尿病合併妊婦や 1 日 4～5 回のインスリン注

射では、コントロール困難な 1 型糖尿病の方等に導

入しています。 

FreeStyle リブレ Pro FreeStyle リブレ 

図１ 当科の糖尿病患者の病型(2018 年度) 

図２ 当科の糖尿病患者の治療内容(2018年度) 

図３ 当科の内分泌疾患の内訳(2018 年度) 
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3) SAP（Sensor Augmented Pump） 

2015 年 1 月から CGM（持続グルコース測定）と

CSII（インスリンポンプ）が一体化したシステムで

ある SAP 療法を導入しました。血糖値がリアルタイ

ムにモニター画面に表示されるため、自身の血糖値

を随時確認することができ、インスリン注入量の調

節が安全に容易にできます。また、設定した血糖値の

範囲を超えた場合には音や振動で警告します。      
2018 年度は、CSII24 名(うち SAP21 名)が使用し

ています。 

 
4) 原発性アルドステロン症 副腎静脈サンプリ

ング 

原発性アルドステロン症は、高血圧症の 5~10%を

占め、放置すると臓器障害を起こすといわれており、

治療法として手術、薬物療法があります。手術療法が

適応となるかどうかの決定には、副腎静脈サンプリ

ング検査が必要です。当院では、当科、循環器内科、

放射線科がそれぞれの強みを生かしながら共同で各

種検査を厳密に行ない、治療方針を決定しています。 

 
 糖尿病啓発に対する取り組み 

当科では、糖尿病治療、研究のみならず、発症予防

から重症化予防まで、地域の皆様にわかりやすくお

伝えすべく積極的に啓発活動を行っています。今年

度は２つの会で啓発、協力を行いました。 

1) 家族で体験★三重でおいしく！楽しく健康！

みえ糖尿病県民公開講座 

日時：9 月 24 日 会場：三重県総合文化センター 

共済：三重県、三重テレビ放送 
2) 歩いて学ぶ糖尿病ウォークラリー 

日時：4 月 8 日、11 月 18 日（雨天にて中止） 
会場：熊野市山崎運動公園、鈴鹿青少年の森 
主催：日本糖尿病協会 
 
 臨床研究等の実績 

1) 論文 

(1) Anti-apoptotic activity of human matrix 
Metalloproteinase-2 attenuates diabetes mellitus.  
Nishihama K, Yasuma T, Yano Y, Takeshita A, et al. 

Metabolism. 2018 May; 82: 88-99. 
(2) Renal Injury during Long-Term Crizotinib 
 Therapy. 
Yasuma T, Nishihama K, Takeshita A, et al. 

Int J Mol Sci. 2018 Sep 25;19(10): E2902. 
(3) Canagliflozin improves obesity and insulin 
resistance in a diabetic patient with Cushings 
disease undergoing postoperative steroid therapy: 
A case report. 
Nishihama K, Furuta N, Maki K, Okano Y, 
Hashimoto R, Hotta Y,Uemura M, Yasuma T, 
Suzuki T, Yano Y, et al. 

Biomed Rep. 2018 Dec; 9(6): 497-502. 
 
2) 学会発表 

◆第 91 回日本内分泌学会学術総会 
 (2018.4.26-28/宮崎) 

（1）原発性アルドステロン症(PA)における副腎静脈

サンプリング(AVS)時の新型迅速コルチゾール測定

キットの使用実績 
大西 悠紀 他 
◆ASIP 2018  (2018.4.21-25/San Diego U.S.A) 

（2）A novel mouse model of kindney fibrosis 
induced by glomerulus-specific overexpression of 
the full-length of human transforming growth 
factor-β1 gene. 
Takeshita Atsuro, et al. 

◆第 61 回日本糖尿病学会年次学術集会 
 (2018.5.24-26/東京) 

（3）当院におけるデュラグルチドの新規導入および

他の GLP-1 製剤からの切り替え症例の検討 
上村 明 他  
 

図４ 副腎静脈サンプリング件数 
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（4）アレクチニブによる高血糖高浸透圧症候群が疑

われた 1 例 
岡野 優子 他 
（5）慢性腎疾患のマウスモデルの作製 
竹下 敦郎 他 
（6）当院でのインスリングラルギン U300 への切り

替えおよび新規導入例の検討 
井上 知紗 他 
（7）同時装着した CGM と FGM のセンサーグルコ

ース地の比較検討 
江口 和人 他 
◆日本内科学会東海支部主催 第 235 回東海地方

会             (2018.7.1/浜松) 
（8）著明な低 HDL 血症の精査中にサルコイドーシ

スの診断に至った 1 例 
井上 知紗 他 
◆第 92 回 日本糖尿病学会中部地方会 

            (2018.9.22-23/名古屋) 
（9）低体温を伴った糖尿病性ケトアシドーシスの 1
例 
鈴木 茂仁 他 
◆日本内科学会東海支部主催 第 236 回東海地方

会             (2018.9.30/名古屋) 
（10）ニボルマブ投与により甲状腺機能異常に引き

続き下垂体機能低下をきたした 1 例 
杉岡 直弥 他 
◆12th International Conference on  

ENDOCRINOLOGY,DIABETES AND 
METABOLISM      (2018.10.1-2/Osaka) 
（11）A novel mouse model of chronic kindney 
disease induced by podocyte-specific 
overexpression of human transforming growth 
factor-β1. 

Takeshita Atsuro, et al. 
◆第 33 回日本糖尿病合併症学会／第 24 回日本糖 

尿病眼科学会総会         (2018.10.19-20/東京)  
（12）長期インスリン投与歴のある高齢 2 型糖尿病

への SGLT2i,GLP-1RA 追加投与の効果の検討 
古田 範子 他 
◆第 18 回日本内分泌学会東海支部学術集会 

 (2018.10.14/津) 
（13）中枢性尿崩症の診断 1 年後に胚細胞腫を認め

た 1 例 
大熊 伸一 他 
◆第 28 回臨床内分泌代謝 Update 
            (2018.11.2-3/福岡) 

 
 

（14）ジアゾキシドで急性膵炎を来した先天性高イ

ンスリン血症の一例 
井上 知紗 他 
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